






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 仁平一：年秋　　Ill52 仁平元年三月八日　　　：1151 2723　i
8 ・仁平三年秋冬 奄撃P53 仁平三年正月廿九日 2778　1
9
1 仁平三年正月廿九日 2779














15 仁安二年夏　：1167 保元元年閏九月十四日　：1i56 2849









20 ： 長寛二年八月九日 3301




23 ： 長寛二年十二月　日 3325





































32 ： 長寛二年七月一日 3287
1 浴面








36 l　　　I 長寛二年七月　日 3298 旨






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（5） 国中寺社の濫行の停止 可令下知諸国司停止国中寺社濫行事 ○
（6＞ 社領・神事用途の注進 可令下知諸社司注進社領井神事用途事 ○
（7） 寺領・仏事用途の注進 可令下知諸寺司注進寺領井仏〔事脱力〕用途事
条
文
構
成
】
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
条
・
第
二
条
の
荘
園
整
条
文
の
伝
達
状
況
を
復
原
し
た
の
が
表
5
【
保
元
元
年
新
制
の
対
象
別
以
上
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
、
国
司
・
神
社
・
寺
院
の
対
象
別
に
え
ら
れ
る
。
れ
て
い
な
い
条
文
は
、
国
司
だ
け
に
伝
達
さ
れ
た
条
文
で
あ
っ
た
と
考
ま
た
、
諸
国
宛
官
符
に
「
同
下
知
彼
社
（
寺
）
既
了
」
の
文
言
が
記
さ
令
対
象
は
、
実
際
の
条
文
伝
達
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
に
記
さ
れ
た
「
国
司
」
「
本
社
」
「
本
寺
」
「
社
司
」
「
寺
司
」
な
ど
の
命
社
に
は
伝
達
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
宣
旨
の
事
書
旨
の
条
文
構
成
に
も
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
文
言
が
無
い
条
文
は
住
吉
の
社
に
下
知
す
る
こ
と
既
に
了
ん
ぬ
）
と
あ
る
文
言
が
住
吉
社
宛
官
宣
分
か
る
。
ま
た
、
諸
国
宛
官
符
に
「
同
下
二
知
彼
社
一
既
了
」
（
同
じ
く
彼
「
諸
国
司
」
に
下
知
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
諸
国
宛
官
符
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
宣
旨
の
事
書
で
「
本
社
」
神
人
の
濫
行
停
止
を
命
じ
た
第
三
条
を
見
る
と
、
住
吉
社
宛
官
宣
旨
と
条
文
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
○
印
を
付
し
た
。
た
と
え
ば
、
諸
社
と
に
編
成
さ
れ
た
新
制
の
施
行
文
書
に
基
づ
い
て
、
宣
旨
に
対
応
す
る
141
学習院大学人文科学論集X皿（2003）
表5　保元元年新制の対象別条文構成
対象 文書様式 伝達条文
諸国
_社（7社、22社）
實@（3寺2山、10寺）
太政官符
ｯ宣旨
ｯ宣旨
（1）　　　（2）　　　（3）　　　（4）　　　（5）
@　　　　　（3）　　　　　　（6）
@　　　　　　　　（4）　　　　　（7）
註1：神社宛の（3）は7社（賀茂社を上下に分ければ8社）、（6）は22社が対象。
註2：寺院宛の（4）は3寺2山、（7）は10寺が対象。
理
令
と
第
五
条
の
国
中
寺
社
濫
行
停
止
令
の
三
箇
条
は
、
国
司
に
の
み
伝
達
さ
れ
た
条
文
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
2
る
と
断
定
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
荘
園
整
理
令
の
情
報
と
い
う
の
は
、
整
理
を
行
う
側
1
1
　
1
国
司
だ
け
が
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
整
理
さ
れ
る
側
1
1
荘
園
領
主
（
貴
族
・
寺
社
）
や
荘
民
は
国
司
に
よ
る
整
理
行
為
に
直
面
し
た
と
き
に
初
め
て
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
　
ま
た
、
大
治
元
年
以
後
の
新
立
荘
園
を
停
廃
す
る
「
新
制
」
が
国
司
か
ら
荘
園
に
伝
達
さ
れ
た
際
に
は
、
源
雅
国
書
状
の
一
通
目
に
「
聞
き
候
ふ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
通
り
、
国
司
か
ら
庄
司
に
口
頭
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
太
政
官
符
の
正
文
が
じ
か
に
提
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
司
の
提
示
し
た
新
制
が
朝
廷
の
発
布
し
た
新
制
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
現
地
の
荘
園
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
判
断
す
る
術
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
小
弓
荘
の
庄
司
が
摂
関
家
へ
解
状
を
送
っ
た
理
由
に
は
、
国
司
の
示
し
た
新
制
の
内
容
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
以
上
、
荘
園
整
理
令
は
、
本
来
的
に
国
司
に
し
か
伝
達
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
荘
園
に
対
し
て
は
国
司
が
口
頭
で
知
ら
せ
る
だ
け
の
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
を
指
摘
し
た
。
私
が
「
大
治
元
年
以
後
庄
可
二
停
廃
一
」
と
い
う
内
容
を
尾
張
国
司
の
詐
称
と
考
え
た
最
大
の
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
荘
園
整
理
令
の
伝
達
回
路
の
閉
鎖
性
・
限
定
性
が
、
国
司
と
荘
園
と
の
問
に
情
報
格
差
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
司
に
よ
る
内
容
の
改
窟
を
容
易
に
す
る
「源雅国書状」の検討（坂田充）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
よ
う
な
条
件
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
も
う
一
度
、
源
雅
国
書
状
に
戻
ろ
う
。
十
一
月
九
日
付
書
状
の
時
点
で
は
、
尾
張
国
司
が
大
治
元
年
以
後
の
新
立
荘
園
を
停
廃
す
る
と
い
う
内
容
の
「
新
制
」
を
荘
園
側
に
通
告
し
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
三
日
後
の
十
一
月
十
二
日
付
書
状
で
は
、
加
納
を
停
廃
す
る
と
い
う
別
の
内
容
の
「
新
制
」
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
三
日
の
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
に
、
荘
園
停
廃
の
根
拠
と
さ
れ
る
「
新
制
」
の
内
容
が
変
化
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
「
当
開
口
四
十
六
箇
年
に
罷
り
成
る
」
と
い
う
荘
園
側
の
言
葉
を
信
用
す
れ
ば
、
小
弓
荘
開
発
は
保
元
元
年
か
ら
遡
る
こ
と
四
十
六
年
前
の
天
永
元
年
（
一
＝
○
）
頃
に
立
荘
さ
れ
た
正
当
な
荘
園
で
あ
っ
た
か
ら
、
国
司
が
最
初
に
示
し
た
大
治
元
年
（
＝
二
六
）
以
後
の
荘
園
と
い
う
基
準
で
は
整
理
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
司
は
収
公
の
た
め
に
改
め
て
別
の
適
用
条
文
を
荘
園
側
に
伝
え
た
か
、
あ
る
い
は
荘
園
領
主
側
が
そ
の
よ
う
な
国
司
の
行
動
を
予
測
し
て
加
納
の
整
理
基
準
に
つ
い
て
雅
国
に
連
絡
し
　
　
　
　
　
の
　
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
荘
園
側
で
は
国
司
へ
の
対
抗
策
と
し
て
摂
関
家
政
所
下
文
を
要
求
し
て
お
り
、
国
司
の
行
動
を
予
測
し
て
、
「
定
め
て
国
使
、
狸
り
に
沙
汰
を
致
し
候
ふ
も
の
か
」
（
十
一
月
九
日
付
）
と
か
、
「
小
弓
加
納
の
由
を
存
じ
て
、
押
掠
し
停
廃
せ
し
め
候
ふ
か
」
（
十
一
月
十
二
日
付
）
と
い
っ
た
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
十
二
日
の
時
点
で
現
地
荘
園
は
、
「
国
使
を
入
れ
、
国
衙
に
随
ふ
べ
き
の
請
文
を
責
め
取
ら
れ
候
ふ
」
と
い
う
事
態
を
報
告
し
て
お
り
、
す
で
に
国
司
に
よ
る
停
廃
・
収
公
が
第
一
段
階
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
司
の
強
圧
的
・
暴
力
的
な
や
り
方
を
見
る
と
、
発
布
さ
れ
た
「
新
制
」
を
国
司
が
規
定
通
り
に
運
用
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
荘
園
を
停
廃
・
収
公
す
る
と
い
う
目
的
が
先
行
し
て
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3
り
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
「
新
制
」
が
断
片
的
・
恣
意
的
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
学習院大学人文科学論集測（2003）
し
い
。
国
司
が
「
新
制
」
に
か
こ
つ
け
て
荘
園
整
理
を
強
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
事
を
新
制
に
寄
せ
、
左
右
な
く
停
廃
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4
き
の
由
云
々
」
（
十
一
月
九
日
付
）
と
い
う
表
現
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
理
由
は
、
国
司
が
新
制
巨
荘
　
－
園
整
理
令
の
情
報
を
独
占
的
に
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
荘
園
を
整
理
・
収
公
す
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
国
司
の
収
益
増
加
に
つ
な
が
る
行
為
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
制
の
恣
意
的
な
運
用
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
国
司
が
新
制
を
詐
称
す
る
動
機
と
し
て
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ω
　
「
源
雅
国
書
状
」
の
年
代
は
、
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
の
史
料
的
性
格
か
ら
判
断
し
て
、
保
元
元
年
に
比
定
で
き
る
。
し
　
た
が
っ
て
、
書
状
に
引
用
さ
れ
た
「
新
制
」
は
、
時
間
の
前
後
関
係
か
ら
い
っ
て
、
保
元
元
年
閏
九
月
に
出
さ
れ
た
新
制
　
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
「
源
雅
国
書
状
」
は
、
保
元
元
年
新
制
に
関
す
る
一
史
料
と
し
て
利
用
で
き
る
。
②
　
尾
張
国
司
が
「
新
制
」
と
し
て
述
べ
た
「
大
治
元
年
以
後
庄
可
二
停
廃
一
」
と
い
う
内
容
の
荘
園
整
理
令
は
、
保
元
元
年
　
新
制
で
「
久
寿
二
年
七
月
廿
四
日
以
後
」
と
定
め
ら
れ
た
新
立
荘
園
の
整
理
基
準
を
、
国
司
が
収
公
対
象
と
な
る
荘
園
を
　
増
や
す
た
め
に
繰
り
上
げ
た
詐
称
の
疑
い
が
強
い
。
㈹
　
朝
廷
が
発
布
す
る
荘
園
整
理
令
は
国
司
に
対
し
て
の
み
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
、
複
数
条
の
新
制
が
荘
園
領
主
で
あ
る
　
社
寺
に
伝
達
さ
れ
る
に
際
し
て
も
、
整
理
令
の
条
文
は
除
外
さ
れ
て
施
行
文
書
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
荘
園
側
（
荘
園
領
「源雅国書状」の検討（坂田充）
　
　
主
・
荘
民
）
に
は
原
則
的
に
国
司
を
介
し
て
し
か
整
理
令
の
内
容
が
伝
達
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
整
理
令
の
情
報
を
独
占
　
　
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
国
司
と
荘
園
と
の
間
に
は
決
定
的
な
情
報
格
差
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
情
報
格
差
こ
そ
が
、
国
司
　
　
に
よ
る
「
新
制
」
の
恣
意
的
な
運
用
を
可
能
に
し
て
い
た
最
大
の
条
件
で
あ
っ
た
。
　
本
稿
は
、
「
源
雅
国
書
状
」
と
い
う
史
料
を
中
心
と
し
た
、
保
元
元
年
新
制
に
関
す
る
一
事
例
の
研
究
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
が
、
他
の
当
事
者
や
ほ
か
の
新
制
・
荘
園
整
理
令
に
ど
れ
だ
け
一
般
化
で
き
る
か
は
、
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
司
が
整
理
基
準
を
勝
手
に
繰
り
上
げ
た
詐
称
行
為
は
他
に
例
を
見
ず
、
か
な
り
特
異
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
司
か
ら
荘
園
に
対
し
て
整
理
令
の
発
布
が
口
頭
で
し
か
通
達
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
も
、
朝
廷
発
給
の
文
書
が
荘
園
側
に
提
示
さ
れ
る
場
合
が
当
然
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
件
で
は
国
司
が
詐
称
を
目
的
と
し
て
意
図
的
に
文
書
を
見
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
事
例
は
稀
に
み
る
悪
質
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
あ
ま
り
一
般
的
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
こ
の
時
の
尾
張
国
司
ほ
ど
悪
質
で
は
な
い
に
し
ろ
、
国
司
が
荘
園
整
理
令
を
「
新
制
」
と
称
し
て
恣
意
的
に
運
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
整
理
令
に
も
か
な
り
共
通
し
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
す
で
に
荘
園
整
理
令
を
指
す
「
新
制
」
を
網
羅
的
に
検
討
し
て
み
た
が
、
朝
廷
で
立
法
・
施
行
さ
れ
る
過
程
に
お
け
る
用
例
は
確
認
で
き
ず
、
こ
と
ご
と
く
国
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
法
運
用
の
是
非
を
め
ぐ
る
国
司
・
荘
園
問
の
相
論
で
の
用
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
用
例
で
「
新
制
」
が
語
ら
れ
て
い
る
文
脈
は
、
「
源
雅
国
書
状
」
と
大
差
が
な
い
。
ま
た
、
荘
園
整
理
令
は
国
司
に
し
か
伝
達
さ
れ
な
い
と
い
う
方
式
も
一
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
訟
か
ら
、
国
司
に
よ
る
恣
意
的
な
法
運
用
を
可
能
に
し
て
い
た
条
件
が
情
報
格
差
に
あ
っ
た
．
．
と
も
共
通
で
あ
っ
妬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
源
雅
国
書
状
」
の
検
討
結
果
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
荘
園
整
理
令
全
般
を
考
え
る
う
え
で
学習院大学人文科学論集XX（2003）
も
か
な
り
参
考
に
な
る
と
言
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
6
　
最
後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
保
元
新
制
の
評
価
と
の
関
連
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
荘
園
整
理
令
の
問
　
－
題
と
し
て
は
一
般
化
で
き
る
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
だ
が
筆
者
は
、
保
元
元
年
新
制
を
七
箇
条
の
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
新
制
と
し
て
は
特
殊
か
つ
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
や
評
価
を
そ
れ
以
前
の
単
行
法
の
整
理
令
に
敷
術
さ
せ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
十
一
世
紀
以
来
の
荘
園
整
理
令
を
指
す
「
新
制
」
は
、
保
元
以
後
の
体
系
的
な
新
制
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
は
次
元
の
全
く
異
な
る
問
題
で
あ
る
。
述
べ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
多
い
が
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
注
（
1
）
（
2
）
（
3
）
　
水
戸
部
正
男
『
公
家
新
制
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
六
一
年
）
で
、
延
喜
令
を
除
き
、
十
世
紀
以
降
に
発
令
さ
れ
た
全
て
の
荘
園
整
理
令
が
新
制
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
以
来
、
現
在
で
も
こ
の
理
解
が
通
説
と
し
て
続
い
て
い
る
。
　
早
川
庄
八
「
起
請
管
見
」
（
同
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。
初
出
は
一
九
八
九
年
）
・
野
田
武
志
「
新
制
に
つ
い
て
1
研
究
史
の
整
理
と
史
料
の
再
検
討
1
」
（
『
國
學
院
法
研
論
叢
』
二
七
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
い
ず
れ
も
荘
園
整
理
令
を
指
す
「
新
制
」
の
用
例
を
検
討
し
、
そ
れ
が
新
し
い
制
度
・
法
令
と
い
っ
た
一
般
的
な
意
味
し
か
持
た
ず
、
独
立
し
た
法
類
型
と
し
て
の
新
制
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
　
本
稿
で
は
研
究
史
に
つ
い
て
詳
述
す
る
余
裕
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
さ
し
あ
た
り
研
究
史
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し
て
、
稲
葉
伸
道
「
新
制
の
研
究
ー
徳
政
と
の
関
連
を
中
心
に
ー
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
六
－
一
、
一
九
八
七
年
）
、
小
口
雅
史
「
荘
園
整
理
令
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
三
入
五
、
一
九
八
七
年
）
、
佐
々
木
文
昭
「
新
制
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
「源雅国書状」の検討（坂田充）
（
4
）
（
5
）
四
五
四
、
一
九
九
三
年
）
、
詫
間
直
樹
「
「
荘
園
整
理
令
」
と
は
何
か
」
（
『
新
視
点
日
本
の
歴
史
　
第
三
巻
　
古
代
編
2
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
三
年
）
、
鈴
木
敏
弘
「
公
家
法
」
（
阿
部
猛
ほ
か
編
『
日
本
古
代
史
研
究
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
　
一
九
九
五
年
）
、
横
道
雄
「
荘
園
整
理
令
」
（
同
前
）
、
戸
川
点
「
荘
園
整
理
と
新
制
」
（
佐
藤
和
彦
ほ
か
編
『
日
本
中
世
史
研
究
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
」
九
九
五
年
）
、
野
田
武
志
「
新
制
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。
こ
の
う
ち
、
稲
葉
・
野
田
両
氏
の
論
文
で
は
研
究
史
が
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
新
制
の
伝
達
の
問
題
に
つ
い
て
も
稲
葉
氏
の
論
文
が
参
考
に
な
る
が
、
「
源
雅
国
書
状
」
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
　
『
平
安
遺
文
』
四
七
五
五
・
四
七
五
六
号
。
本
文
掲
出
の
釈
文
は
、
『
犬
山
市
史
　
史
料
編
三
』
掲
載
の
釈
文
、
お
よ
び
京
都
大
学
電
子
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
の
貴
重
資
料
画
像
（
げ
ξ
ミ
α
α
σ
゜
＝
σ
ま
【
爵
巳
5
ご
o
亨
F
9
も
、
①
×
三
σ
ミ
ξ
゜
冨
三
＼
耳
ヰ
゜
〇
三
．
三
∋
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
適
宜
補
訂
し
た
。
京
都
大
学
電
子
図
書
館
の
写
真
画
像
に
つ
い
て
は
、
図
i
・
2
と
し
て
本
稿
に
掲
載
し
て
お
い
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
所
々
に
文
字
の
読
み
取
れ
な
い
部
分
が
あ
る
の
は
、
『
兵
範
記
』
の
料
紙
に
仕
立
て
ら
れ
た
際
に
原
文
書
の
天
地
が
裁
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
　
小
弓
荘
は
、
尾
張
国
丹
羽
郡
（
現
在
の
愛
知
県
犬
山
市
付
近
）
に
あ
っ
た
摂
関
家
領
の
荘
園
。
『
良
雰
氏
系
図
』
（
「
群
書
類
従
』
系
図
部
）
に
よ
れ
ば
、
良
峯
玄
理
が
初
め
て
丹
羽
郡
に
住
み
、
そ
の
子
孫
が
丹
羽
郡
司
を
代
々
世
襲
す
る
な
か
で
所
領
を
形
成
し
た
ら
し
い
。
そ
の
所
領
が
小
弓
荘
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
系
図
中
の
季
光
の
部
分
に
「
正
暦
年
中
始
寄
二
進
本
家
於
法
成
寺
一
（
中
略
）
尾
張
国
小
弓
庄
本
主
也
」
と
あ
る
一
方
で
、
系
図
部
分
の
後
ろ
に
記
さ
れ
た
文
章
中
で
は
「
季
光
舎
弟
小
弓
大
夫
惟
光
以
二
所
領
一
号
．
小
弓
庄
一
、
奉
レ
寄
一
進
本
家
於
御
堂
関
白
家
一
」
と
あ
っ
て
、
藤
原
道
長
（
九
六
六
～
一
〇
二
七
）
へ
の
寄
進
に
正
当
性
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
点
以
外
は
一
致
し
な
い
。
法
成
寺
（
道
長
が
創
建
）
の
前
身
で
あ
る
無
量
寿
院
が
落
成
し
た
の
は
寛
仁
四
年
二
〇
二
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
正
暦
年
中
（
九
九
〇
～
九
九
五
）
に
法
成
寺
に
寄
進
し
た
と
あ
る
の
も
疑
問
で
あ
る
。
4
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
い
ま
仮
に
藤
原
道
長
へ
寄
進
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
を
信
じ
れ
ば
、
小
弓
荘
の
成
立
時
期
は
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
と
い
う
学習院大学人文科学論集刈（2003）
（
6
）
（
7
）
（
8
）
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
問
題
の
小
弓
開
発
荘
は
、
本
文
に
掲
げ
た
源
雅
国
書
状
に
よ
る
と
、
小
弓
荘
の
本
体
が
成
立
し
た
後
、
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
8
世
紀
初
頭
（
書
状
の
年
代
を
保
元
元
年
と
し
て
逆
算
）
に
小
弓
荘
の
周
辺
未
開
地
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
よ
う
で
あ
　
　
ー
る
。
な
お
、
十
一
月
十
二
日
付
の
源
雅
国
書
状
に
は
、
「
当
開
発
は
文
書
を
寄
進
せ
し
め
、
別
御
庄
を
建
立
す
る
の
後
、
年
序
を
歴
候
ひ
了
ん
ぬ
」
と
か
、
「
小
弓
本
庄
は
加
納
口
候
は
ざ
る
な
り
」
な
ど
と
見
え
て
お
り
、
小
弓
開
発
荘
は
小
弓
本
荘
の
加
納
と
し
て
で
は
な
く
、
独
立
し
た
別
の
荘
園
と
い
う
扱
い
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
小
弓
荘
は
後
の
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
十
月
廿
一
日
付
の
近
衛
家
所
領
目
録
（
「
近
衛
家
文
書
」
〔
『
鎌
倉
遺
文
』
七
六
三
一
号
〕
）
に
も
「
請
所
」
と
し
て
見
え
て
お
り
、
近
衛
家
領
の
荘
園
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
開
発
荘
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
保
元
元
年
新
制
の
整
理
令
を
め
ぐ
る
顛
末
も
未
詳
。
　
川
端
新
「
平
安
後
期
公
家
訴
訟
制
度
の
研
究
」
（
同
『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
入
五
～
三
八
八
頁
で
は
、
同
じ
く
家
司
で
あ
る
預
所
か
ら
直
接
摂
関
に
取
り
次
が
れ
る
の
で
は
な
く
、
平
信
範
に
宛
て
挙
状
が
作
成
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
摂
関
家
の
家
司
の
中
で
も
信
範
は
家
政
機
関
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
り
、
摂
関
へ
の
解
状
は
全
て
一
旦
信
範
の
も
と
に
送
ら
れ
、
彼
か
ら
摂
関
に
上
申
さ
れ
る
し
く
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
　
「
平
安
遺
文
』
で
は
、
同
書
が
編
纂
さ
れ
た
時
点
で
文
書
の
差
出
者
の
人
物
比
定
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
史
料
の
名
称
を
「
修
理
権
大
夫
雅
口
書
状
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
研
究
で
差
出
者
の
修
理
権
大
夫
は
源
雅
国
で
あ
る
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
文
書
を
「
源
雅
国
書
状
」
と
表
記
す
る
。
な
お
、
人
物
比
定
に
つ
い
て
は
後
述
。
　
「
兵
範
記
』
保
元
元
年
閏
九
月
十
八
日
条
に
よ
っ
て
保
元
元
年
新
制
の
第
一
条
を
掲
げ
て
お
く
。
　
一
、
可
令
下
知
諸
国
司
且
従
停
止
且
録
状
言
上
、
神
社
・
仏
寺
・
院
宮
諸
家
新
立
庄
園
事
　
　
　
　
レ
下
二
　
　
一
　
二
　
一
　
レ
　
上
　
仰
。
九
州
之
地
者
一
人
之
有
也
。
王
命
之
外
、
何
施
私
威
。
而
如
聞
、
近
年
、
或
語
取
国
判
、
或
称
伝
公
験
、
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
圃
一
一
レ
　
経
官
奏
、
恣
立
庄
園
。
論
之
朝
章
、
理
不
可
然
。
久
寿
二
年
七
月
廿
四
日
以
後
、
不
帯
宣
旨
、
若
立
庄
園
、
且
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
ニ
一
．
一
一
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
レ
一
．
　
従
一
停
廃
、
且
令
注
進
。
国
宰
容
隠
不
上
奏
者
、
即
解
見
任
、
科
違
勅
罪
、
至
干
子
孫
永
不
叙
用
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
　
一
　
　
　
二　
　
　
二
二
　
　
　
　
一
　
　
　
二
　
　
一
　
一
　
　
一
「源雅国書状」の検討（坂田充）
（
9
）
（
1
0
）
（
H
）
（
1
2
）
（
1
3
）
（
1
4
）
　
市
田
弘
昭
「
平
安
後
期
の
荘
園
整
理
令
ー
全
国
令
の
発
令
契
機
を
中
心
に
ー
」
（
『
史
学
研
究
（
広
島
大
学
）
』
一
五
三
、
一
九
八
一
年
）
一
一
～
一
二
頁
。
な
お
、
市
田
氏
が
康
治
元
年
頃
に
荘
園
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
と
す
る
大
き
な
根
拠
に
、
全
国
対
象
の
荘
園
整
理
令
は
内
裏
造
営
を
契
機
に
発
令
さ
れ
た
と
す
る
市
田
氏
の
考
え
が
あ
る
。
次
に
挙
げ
た
櫃
道
雄
氏
の
説
と
の
相
違
点
は
、
内
裏
造
営
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
い
る
か
否
か
だ
け
で
あ
る
。
　
愼
道
雄
「
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
荘
園
整
理
」
（
同
『
院
政
時
代
史
論
集
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
。
初
出
は
一
九
八
二
年
）
　
一
五
〇
～
一
五
三
頁
。
　
五
味
文
彦
「
荘
園
・
公
領
と
記
録
所
」
（
同
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
三
一
七
～
三
一
九
頁
。
　
坂
本
賞
三
「
寛
治
七
年
荘
園
整
理
の
議
と
そ
の
背
景
」
（
『
古
代
文
化
』
三
七
1
　
二
、
　
九
八
五
年
）
六
～
一
二
頁
。
　
坂
本
氏
は
「
寛
治
七
年
荘
園
整
理
の
議
と
そ
の
背
景
」
（
前
掲
）
で
、
大
治
元
年
を
基
準
と
す
る
荘
園
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
大
治
年
間
（
一
一
二
六
～
一
＝
一
＝
）
と
推
測
し
て
い
る
が
、
源
雅
国
書
状
の
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
明
言
し
て
い
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
荘
園
整
理
は
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
直
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
仮
に
書
状
の
年
代
も
大
治
年
間
と
考
え
た
と
す
る
と
、
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
冬
巻
の
紙
背
文
書
の
年
代
構
成
を
大
幅
に
外
れ
て
し
ま
う
の
で
、
書
状
の
年
代
を
大
治
年
間
と
す
る
比
定
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
、
大
治
年
間
よ
り
も
後
に
書
状
の
年
代
を
比
定
す
る
な
ら
ば
、
大
治
年
間
に
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
後
に
再
び
大
治
元
年
基
準
の
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
ず
、
史
料
根
拠
の
な
い
荘
園
整
理
令
の
存
在
を
二
回
以
上
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
い
っ
そ
う
成
立
し
が
た
い
。
結
局
、
大
治
元
年
基
準
の
荘
園
整
理
令
を
め
ぐ
る
坂
本
氏
の
説
は
、
根
拠
不
十
分
で
支
持
で
き
な
い
。
　
差
出
者
の
修
理
権
大
夫
は
、
『
台
記
』
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
正
月
四
日
条
お
よ
び
陽
明
文
庫
本
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
（一
鼬
ﾜ
七
）
二
月
十
二
日
条
に
よ
っ
て
、
天
養
二
年
か
ら
保
元
二
年
の
間
に
修
理
権
大
夫
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
源
雅
国
　
4
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
が
確
実
で
あ
る
。
充
所
の
甲
斐
判
官
代
は
、
書
状
そ
の
も
の
が
平
信
範
の
自
筆
清
書
本
『
兵
範
記
』
の
料
紙
と
し
て
伝
わ
る
こ
と
、
学習院大学人文科学論集刈（2003）
（
5
1
）
（17
）
　16
）
（
8
1
）
お
よ
び
『
公
卿
補
任
』
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
条
の
尻
付
に
よ
っ
て
平
信
範
が
保
延
五
年
（
一
＝
二
九
）
に
甲
斐
権
守
に
任
じ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
信
範
に
比
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
甲
斐
判
官
代
の
呼
称
は
、
平
信
範
が
甲
斐
権
守
で
あ
っ
た
時
期
以
　
　
－
後
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
任
期
と
は
対
応
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
判
官
代
は
高
陽
院
の
院
司
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
平
信
範
が
誰
の
院
司
で
あ
っ
た
か
を
直
接
に
示
す
史
料
は
な
い
。
　
詫
間
直
樹
「
地
方
統
治
の
変
貌
」
（
橋
本
義
彦
編
『
古
文
書
の
語
る
日
本
史
2
　
平
安
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
）
三
七
一
～
三
七
五
頁
。
　
表
1
の
画
像
番
号
＝
二
六
、
一
四
〇
、
一
四
二
、
一
四
七
、
一
四
九
、
一
五
三
、
一
五
四
－
一
五
五
、
一
六
〇
、
一
六
四
な
ど
。
　
「
兵
範
記
」
お
よ
び
そ
の
紙
背
文
書
の
書
誌
的
な
概
要
に
つ
い
て
は
、
上
横
手
雅
敬
「
解
説
」
（
『
陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇
第
五
輯
　
人
車
記
四
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
）
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
古
本
の
一
部
を
他
筆
と
考
え
る
見
解
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
自
筆
清
書
本
で
あ
る
と
見
て
よ
い
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
『
兵
範
記
』
の
自
筆
清
書
本
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
と
陽
明
文
庫
と
に
分
割
し
て
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
も
と
も
と
近
衛
家
に
一
括
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
江
戸
時
代
に
そ
の
一
部
が
平
信
範
の
子
孫
で
あ
る
平
松
家
に
譲
ら
れ
た
後
、
平
松
家
に
伝
わ
っ
た
分
が
京
都
大
学
へ
入
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
近
衛
家
の
所
蔵
分
が
現
在
の
陽
明
文
庫
本
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
『
平
安
遺
文
』
に
収
録
さ
れ
た
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
は
、
全
体
の
一
部
で
あ
り
、
特
に
信
範
が
蔵
人
頭
で
あ
っ
た
時
代
に
集
積
さ
れ
た
官
職
申
文
は
除
か
れ
て
い
る
。
こ
の
申
文
に
つ
い
て
は
、
吉
田
早
苗
「
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
に
み
ら
れ
る
申
文
」
（
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
　
一
四
、
一
九
七
九
年
）
・
「
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
に
み
え
る
官
職
申
文
（
上
）
（
中
）
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
二
三
・
二
四
、
一
九
八
八
・
八
九
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
表
2
に
は
反
映
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
た
だ
し
、
吉
田
氏
は
、
「
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
に
み
え
る
官
職
申
文
（
上
）
」
の
解
説
で
、
『
兵
範
記
』
の
巻
別
に
申
文
の
年
紀
分
布
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
本
稿
で
提
示
し
た
『
平
安
遺
文
』
収
録
分
に
よ
る
分
布
と
同
様
の
結
「源雅国書状」の検討（坂田充）
（20
）
（19
）
（22
）
（21
）
（
2
3
）
（26
）
（　　　　（
25　24
）　　　　）
果
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
五
味
文
彦
「
荘
園
・
公
領
と
記
録
所
」
（
前
掲
）
。
　
寛
徳
二
年
以
後
の
新
立
荘
園
を
整
理
対
象
と
す
る
荘
園
整
理
令
の
う
ち
、
全
国
対
象
で
発
布
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
全
国
令
と
し
て
は
、
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
・
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
・
承
保
二
年
（
｝
〇
七
五
）
な
ど
の
例
が
確
実
な
も
の
と
し
て
確
認
で
き
る
。
　
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
三
月
三
日
条
。
　
「
三
代
制
符
』
建
久
二
年
三
月
廿
二
日
宣
旨
、
第
一
条
の
事
書
は
、
「
可
令
下
゜
知
諸
国
司
．
注
進
、
神
社
・
仏
寺
・
院
宮
・
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
家
庄
園
本
免
外
加
納
余
田
、
井
保
元
已
後
新
立
庄
々
、
及
国
中
訴
訟
庄
民
濫
行
事
」
で
あ
る
。
　
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
三
月
三
日
条
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
白
河
上
皇
の
諮
問
に
端
を
発
す
る
荘
園
整
理
の
議
は
、
議
に
と
ど
ま
っ
た
の
か
整
理
令
と
し
て
発
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
示
す
直
接
的
な
史
料
が
な
く
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
戸
川
点
「
寛
治
七
年
荘
園
整
理
令
の
再
検
討
」
（
十
世
紀
研
究
会
編
『
中
世
成
立
期
の
歴
史
像
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
は
、
そ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
陽
明
文
庫
本
『
中
右
記
』
の
記
事
を
利
用
し
て
、
整
理
令
が
実
際
に
発
布
さ
れ
た
こ
と
、
神
杜
仏
寺
へ
の
荘
園
寄
進
を
禁
止
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
推
定
し
た
。
し
か
し
、
白
河
上
皇
の
提
案
し
た
「
延
久
・
応
徳
・
寛
治
元
年
」
な
ど
の
新
し
い
整
理
基
準
が
盛
り
込
ま
れ
た
か
ど
う
か
を
示
す
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
　
坂
本
賞
三
「
寛
治
七
年
荘
園
整
理
の
議
と
そ
の
背
景
」
（
前
掲
）
。
　
『
兵
範
記
』
保
元
元
年
閏
九
月
十
八
日
条
。
　
『
続
左
丞
抄
』
第
一
・
保
元
二
年
三
月
十
七
日
太
政
官
符
。
な
お
、
こ
の
官
符
の
「
保
元
二
年
三
月
十
七
日
」
と
い
う
年
月
日
は
、
文
書
様
式
が
符
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弁
．
史
の
署
名
の
前
行
に
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
不
審
で
あ
る
。
従
四
位
上
と
書
　
　
5
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
か
れ
た
右
大
弁
平
範
家
は
保
元
元
年
十
↓
月
廿
八
日
の
時
点
で
す
で
に
正
四
位
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
（
『
公
卿
補
任
』
保
元
二
年
）
、
学習院大学人文科学論集刈（2003）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ソ
　
　
保
元
三
年
四
月
日
伊
賀
国
在
庁
官
人
等
解
案
（
『
平
安
遺
文
』
二
九
一
九
号
）
に
「
去
保
元
元
年
潤
九
月
廿
三
日
所
被
下
諸
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
　
　
之
五
箇
之
条
官
符
中
、
尤
所
被
’
禁
遇
者
、
如
此
之
寺
僧
濫
行
事
也
」
と
あ
る
の
は
保
元
元
年
新
制
を
指
し
て
い
る
こ
と
、
住
吉
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
社
宛
に
新
制
を
伝
達
し
た
官
宣
旨
の
日
付
も
「
壬
九
月
廿
三
日
」
で
あ
る
こ
と
（
『
続
左
丞
抄
』
第
一
）
な
ど
か
ら
考
え
て
、
保
元
　
　
元
年
閏
九
月
廿
三
日
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
冒
頭
一
行
を
欠
い
て
い
る
が
、
「
国
宜
承
知
、
依
宣
行
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
（
中
略
）
符
到
奉
行
」
と
い
う
施
行
文
言
が
あ
る
の
で
、
諸
国
宛
の
太
政
官
符
で
あ
る
こ
と
も
確
実
に
言
え
る
。
文
書
の
年
代
比
定
　
　
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
文
昭
「
公
家
新
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
－
保
元
元
年
新
制
か
ら
建
久
二
年
新
制
に
つ
い
て
ー
」
（
『
北
大
史
　
　
学
』
一
九
、
一
九
七
九
年
）
二
一
頁
を
参
照
。
（
2
7
）
　
「
続
左
丞
抄
』
第
一
・
保
元
元
年
閏
九
月
廿
三
日
官
宣
旨
。
（
2
8
）
　
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
三
月
廿
二
日
に
発
布
さ
れ
た
十
七
箇
条
の
新
制
の
場
合
、
施
行
文
書
と
し
て
は
鞍
馬
寺
宛
雑
事
三
箇
条
　
　
の
太
政
官
牒
だ
け
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書
」
建
久
二
年
三
月
廿
二
日
太
政
官
牒
）
。
鞍
馬
寺
宛
の
　
　
第
一
条
は
、
「
応
停
止
諸
国
人
民
以
一
私
領
寄
与
悪
僧
井
不
経
上
奏
語
取
国
免
庁
宣
事
」
と
い
う
事
書
で
、
新
制
十
七
箇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
．
一
　
　
　
　
　
二
　
一
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
「
　
　
一
　
　
条
の
第
三
条
と
第
二
条
を
合
成
し
て
一
箇
条
に
し
た
条
文
で
あ
る
。
事
書
で
も
分
か
る
と
お
り
、
私
領
を
寺
院
悪
僧
に
寄
進
す
る
こ
　
　
と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
土
地
を
上
奏
を
経
ず
に
国
免
荘
と
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
建
久
二
年
三
月
廿
　
　
二
日
の
新
制
で
は
、
荘
園
整
理
に
関
連
す
る
内
容
が
鞍
馬
寺
ほ
か
の
荘
園
領
主
に
も
伝
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
　
　
の
と
き
の
新
制
十
七
箇
条
に
盛
り
込
ま
れ
た
荘
園
整
理
令
の
中
心
的
条
文
は
、
「
可
令
下
知
諸
国
司
注
進
’
、
神
社
仏
寺
院
宮
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
下
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
上
　
　
家
庄
園
本
免
外
加
納
余
田
、
井
保
元
巳
後
新
立
庄
々
、
及
国
中
訴
訟
庄
民
濫
行
事
」
と
い
う
事
書
の
第
一
条
で
あ
り
、
こ
れ
は
鞍
馬
　
　
寺
宛
太
政
官
牒
に
見
え
な
い
の
で
、
荘
園
領
主
に
は
伝
達
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
も
、
「
保
元
　
　
以
後
新
立
庄
々
」
と
い
う
基
準
を
含
む
荘
園
整
理
令
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
国
司
だ
け
が
情
報
を
握
っ
て
い
た
こ
と
に
　
　
な
る
。
な
お
、
新
制
十
七
箇
条
の
事
書
は
『
三
代
制
符
』
に
、
鞍
馬
寺
宛
太
政
官
牒
の
事
書
は
『
演
習
古
文
書
選
　
様
式
編
』
（
吉
「源雅国書状」の検討（坂田充）
（
2
9
）
（
3
0
）
（
3
1
）
（
3
2
）
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
む
カ
　
　
十
一
月
九
日
付
書
状
に
見
え
る
「
新
制
宣
口
、
大
治
元
年
以
後
の
庄
を
停
廃
す
べ
き
の
由
」
に
つ
い
て
は
、
「
聞
き
候
ふ
の
由
、
御
庄
司
申
し
上
げ
候
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
庄
司
が
国
司
か
ら
口
頭
で
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
十
一
月
十
二
日
付
書
状
の
「
諸
国
加
納
を
停
廃
す
べ
き
の
由
、
之
を
承
る
」
に
つ
い
て
は
、
国
司
か
ら
荘
園
へ
通
知
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
摂
関
家
の
独
自
な
情
報
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
「
承
」
が
謙
譲
語
で
あ
る
こ
と
を
重
く
見
れ
ば
、
書
状
の
意
味
と
し
て
は
、
源
雅
国
が
摂
関
家
か
ら
「
う
け
た
ま
わ
っ
た
」
と
解
す
る
の
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
国
司
か
ら
荘
園
へ
の
通
達
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
か
一
つ
の
解
釈
に
限
定
す
る
こ
と
は
避
け
て
お
く
。
　
筆
者
が
二
〇
〇
三
年
一
月
十
日
に
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
『
摂
関
・
院
政
期
の
法
と
政
治
ー
「
新
制
」
論
の
再
検
討
を
中
心
に
ー
』
の
第
三
章
「
荘
園
整
理
令
と
新
制
」
で
詳
述
し
た
。
　
荘
園
整
理
令
の
伝
達
は
、
国
司
を
介
す
る
の
が
公
式
の
や
り
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
国
司
を
介
さ
な
い
非
公
式
の
ル
ー
ト
で
情
報
が
伝
わ
る
場
合
も
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
摂
関
家
な
ど
朝
廷
の
中
枢
に
基
盤
を
持
つ
有
力
権
門
に
荘
園
寄
進
が
集
中
し
て
い
く
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
非
公
式
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
国
司
の
情
報
独
占
も
そ
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
記
録
所
の
活
動
と
の
関
連
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
な
お
後
考
を
待
ち
た
い
。
　
拙
稿
「
『
日
本
紀
略
』
長
保
元
年
十
二
月
十
三
日
条
に
つ
い
て
ー
『
新
制
』
に
関
す
る
一
史
料
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
学
習
院
史
学
』
四
一
、
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、
複
数
の
条
文
構
成
で
一
括
し
て
発
布
さ
れ
る
典
型
的
な
新
制
の
特
徴
を
示
し
た
「
新
制
某
箇
条
」
と
い
う
表
現
は
十
二
世
紀
以
降
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
頃
を
境
に
し
て
中
世
に
連
続
す
る
新
制
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
た
。
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　　　　　　　　　　　The　letters　of　Minamoto－no－Masakuni（源雅国）：
Documents　about　Shinsei（新制）and　Shoen－seiri－rei（荘園整理令）in　l　l56
SAKATA，　Mitsuru
This　paper　is　a　study　of　Shinsei．（a　form　of　law　in　the　Japanese　early　Middle　Ages），　especially　transmissi．on　of　Shoen－
seiri－rei（prohibiti．on　of　landed　estates）by　interpreting　the　letters　of　Minamoto－no－Masakuni．　The　letters　are　records
of　negotiation　between　the　kokushi（国司governor　of　province）of　Owari（尾張）and　Oyumi－no－sho（小弓荘shoen　of
Oyumi）about　Shinsei　and　Shoen－seiri－rei．　　　　　　　　　　　　　・
Judging　from　the　composition　of　shihai－monjo（紙背文書documents　appearing　on　the　reverse　side）of　Heihanki（兵範
記the　diary　of　Taira－no－Nobunori），　the　date　of　the　letters　is　Hogen（保元）1（1156）．　So　the　letters　are　documents　about
Shinsei　promulgated　in　Hogen　1．　The　announcement　by　the　kokushi　of　Owari　is　different　from　the　genuine　text　of　the
prohibition．　That　is　highly　probable　that　the　kokushi　told　a　lie　to　increase　the　number　of　shoen　to　abolish．　Because
kokushi　could　monopolize　the　infomation　of　prohibition，　there　is　a　information　differential　between　kokushi　and　shoen．
This　differential　enabled　kokushi　to　arbitrarily　apply　Shinsei　including　Shoen－seiri－rei　in　his　province．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＜採誌卦霞駅霞曲柵轡避十1捏i緊騰碑攣卜一）
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